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１
．
公
共
交
通
活
性
化
事
業
に
つ
い
て

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
実
績
も

上
が
り
、
白
里
地
域
の
民
間
バ
ス
新
路
線

の
導
入
へ
の
期
待
も
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。

空
白
地
域
へ
の
導
入
も
含
め
、
増
便
計
画

と
将
来
的
な
展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
利
用
者
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
４
月
以
降
平
日
に
１
便

増
加
を
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
白
里
地
域

の
新
路
線
は
１
便
当
た
り
４
名
と
い
う
利

用
状
況
で
、
直
ち
に
増
便
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
が
、
利
用
者
を
増
や
し
て
将
来
的

に
は
増
便
を
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
市

で
は
現
時
点
で
既
存
路
線
バ
ス
を
基
幹
交

通
と
位
置
づ
け
、民
間
タ
ク
シ
ー
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
等
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

２
．
生
活
支
援
に
つ
い
て

問　

高
齢
者
、
独
居
の
方
々
の
死
亡
例
が

増
え
て
お
り
ま
す
。
市
で
も
種
々
の
対
策

が
と
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
安
否
確
認
の

た
め
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

本
市
で
は
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
申

込
時
に
協
力
員
２
名
を
登
録
、
利
用
者
か

ら
通
知
が
あ
っ
た
際
の
確
認
な
ど
を
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
近
く
の
方
に
協
力
員

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
頃
か
ら

さ
り
げ
な
い
見
守
り
が
行
わ
れ
孤
立
化
の

防
止
、
災
害
時
に
は
地
域
住
民
同
士
の
助

け
合
い
も
期
待
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
が
、
近
く
に
協
力
員
が
い
な
い
場
合
は

市
内
や
近
隣
市
町
の
親
族
、
民
生
委
員
に

お
願
い
す
る
な
ど
柔
軟
に
対
応
し
て
お
り

ま
す
。

問　

市
営
住
宅
の
家
賃
な
ど
負
担
軽
減
措

置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

毎
年
８
月
に
収
入
報
告
書
を
提
出
し

て
も
ら
い
、
経
済
状
況
な
ど
を
把
握
、
生

活
相
談
に
案
内
す
る
な
ど
福
祉
部
局
と
の

連
携
を
図
っ
て
お
り
、
実
施
要
綱
に
基
づ

く
負
担
軽
減
措
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

上
家 

初
枝
　
議
員

住
み
続
け
た
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て

３
．
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

問　

今
年
４
月
か
ら
施
行
の
「
自
立
支
援

法
」
に
つ
い
て
本
市
の
取
り
組
み
、
対
策

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

今
回
の
事
業
開
始
に
先
立
ち
全
国
の

自
治
体
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
経
済

困
窮
者
、
就
職
活
動
難
、
病
気
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
把
握
、
こ
の
ほ

か
に
も
多
重
・
過
重
債
務
、
ニ
ー
ト
、
引

き
こ
も
り
、
障
害
、
障
害
の
疑
い
な
ど
生

活
困
窮
の
原
因
は
複
雑
化
、
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
等
の
相
談
に
対
応
で
き
る

体
制
と
し
て
現
在
、
自
立
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
社
会
福
祉
法
人
に
委
託
し
て
４
月

よ
り
実
施
予
定
で
す
。
配
置
職
員
は
主
任

相
談
支
援
員
、
相
談
支
援
員
、
就
労
支
援

員
の
３
名
。
庁
内
調
整
会
議
や
支
援
調
整

会
議
で
実
施
状
況
を
把
握
、
積
極
的
に
連

携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長　

市
民
の
皆
さ
ん
が
住
み
な
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
施
策
を

し
っ
か
り
打
っ
て
い
く
、
手
助
け
の
必
要

な
方
々
が
あ
ま
ね
く
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
、

そ
れ
に
よ
っ
て
本
市
の
将
来
像
「
住
み
た

い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
の
実
現
が
図

ら
れ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

治
会
、
地
域
の
被
害
状
況
の
把
握
や
住
民

の
避
難
誘
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

大
網
白
里
市
防
災
会
議
の
実
施
と
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

地
域
防
災
計
画
の
修
正
案
に
つ
い
て

協
議
し
、
国
や
県
と
の
計
画
と
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
必
要
に
応
じ
随
時
見
直
し
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
市
営
住
宅
の
改
修
に
つ
い
て

と
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
質
問
致
し
ま
し

た
。

問　

自
然
災
害
の
対
応
に
つ
い
て
、
関
東

地
方
に
30
年
以
内
に
最
大
震
度
６
以
上
が

73
％
の
確
率
と
あ
る
。
本
市
の
震
災
対
策

を
伺
い
ま
す
。

答　

震
度
６
以
上
に
よ
り
、
崩
壊
し
た
建

物
に
取
り
残
さ
れ
る
方
の
救
出
活
動
や
大

火
事
の
消
火
活
動
な
ど
、
現
況
の
本
市
の

消
防
力
の
み
で
の
対
応
は
非
常
に
困
難
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
災
害
の
発
生
直
後
は
全

て
の
災
害
現
場
に
自
衛
隊
や
消
防
が
駆
け

つ
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
発
災
後
早
い
段
階

で
の
対
応
が
必
要
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

の
自
助
・
共
助
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

問　

国
の
基
準
と
し
て
、
今
の
ま
ま
で
本

市
の
対
応
は
可
能
な
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

本
市
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
大

秋
葉 

好
美
　
議
員

防
災
力
向
上
で

命
と
安
全
を
守
る
対
策
を
目
指
し
て

災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
被
害
状
況
を
速

や
か
に
把
握
し
、
被
害
状
況
に
よ
り
千
葉

県
知
事
に
自
衛
隊
の
派
遣
要
請
を
す
る
ほ

か
、
千
葉
県
広
域
消
防
相
互
応
援
協
定
に

基
づ
き
、
県
内
の
消
防
機
関
に
対
し
応
援

要
請
を
行
う
と
定
め
て
お
り
ま
す
。

問　

命
と
安
全
を
守
る
対
策
に
つ
い
て
消

防
署
と
消
防
団
の
役
割
と
活
動
内
容
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

消
防
署
の
活
動
は
、
主
に
消
火
活
動

と
救
助
活
動
・
救
急
活
動
で
す
。
人
的
社

会
的
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
消
防
の
任

務
と
し
て
、
火
災
の
早
期
発
見
と
一
挙
鎮

圧
を
最
優
先
と
し
、
初
動
時
に
お
い
て
全

組
織
力
を
上
げ
て
消
火
活
動
に
着
手
す
る

こ
と
を
活
動
の
方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。

又
、
消
防
団
の
活
動
は
消
防
署
と
連
携
し

消
火
活
動
、
救
助
活
動
を
行
い
、
区
や
自

地域防災の拠点である南消防署

大
野 

英
雄
　
議
員

改
　
　
革
　
14

１
．
大
網
駅
南
地
区
の
整
備
に
つ
い
て

問　

大
網
駅
南
地
区
市
街
化
整
備
事
業
？

答　

12
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
47
・
１
％
が
、
人
が
集
ま
る
賑
わ

い
の
あ
る
街
を
求
め
て
い
る
と
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
が
出
た
。
今
後
、
土
地
利
用

の
方
向
性
が
定
ま
っ
た
段
で
、
協
議
会
を

立
ち
上
げ
る
。

２
．
ち
ば
レ
ポ
の
提
案

問　

総
務
省
の
地
域
情
報
化
大
賞
奨
励
賞

を
受
賞
し
た
ち
ば
レ
ポ
は
地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
優
れ
た
事
業
で
あ
る
。
ち
ば
レ

ポ
の
本
市
導
入
を
提
案
す
る
。

答　

５
年
間
で
３
千
万
を
要
す
る
の
で
、

現
状
本
市
の
導
入
は
難
し
い
。

３
．
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の
提
案

問　

急
激
な
人
口
減
少
が
進
む
中
、
高
齢

者
の
脚
を
支
え
地
域
の
活
性
化
と
な
る
デ

マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
を
提
案
す
る
。

答　

県
内
自
治
体
の
事
業
収
支
率
は
、
5

～
30
％
な
の
で
負
担
が
大
き
い
。
既
存
の

公
共
交
通
を
持
続
し
た
い
。

４
．
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　

浦
安
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制

定
し
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
公
設
民
営
で

運
営
し
て
い
る
。
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
制
定
を
提
案
す
る
。

予
防
指
導
員
委
嘱
を
提
案
す
る
。

答　

市
の
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
は
講
義

と
実
技
で
８
日
間
の
講
習
を
受
講
す
る
の

で
、
現
段
階
で
は
笑
い
ヨ
ガ
リ
ー
ダ
ー
の

委
嘱
は
考
え
て
い
な
い
。

６
．
事
務
方
針
に
つ
い
て

問　

事
務
方
針
で
住
民
協
働
事
業
に
つ
い

て
一
切
触
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
？

市
長　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
今
後
の

市
の
事
業
推
進
に
欠
か
せ
な
い
。
市
の
第

５
次
総
合
計
画
に
位
置
付
け
て
い
る
の
で
、

平
成
27
年
度
も
鋭
意
取
り
組
む
。

答　

行
政
と
住
民
が
意

見
交
換
す
る
場
を
設
け
、

対
話
を
重
ね
る
こ
と
は

重
要
と
考
え
る
。
今
後
、

他
自
治
体
事
例
を
参
考

に
し
条
例
化
を
検
討
す

る
。

５
．
健
康
日
本
一
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ

問　

介
護
保
険
制
度
の

変
更
に
伴
い
住
民
協
働

事
業
で
活
動
す
る
笑
い

ヨ
ガ
リ
ー
ダ
ー
の
介
護

堀
本 

孝
雄
　
議
員

津
波
避
難
施
設
に
つ
い
て

問　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
設
置
場
所
を
市
有
地
の
中
か
ら
選
定

し
、
距
離
、
面
積
等
を
考
慮
し
南
今
泉
の

市
有
地
を
選
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
地

元
住
民
の
方
々
か
ら
多
様
な
意
見
が
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
。
改
め
て
津
波
避
難
施
設

整
備
計
画
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
。

問　

海
岸
よ
り
避
難
所
で
あ
る
中
部
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
大
網
白
里
ア

リ
ー
ナ
ま
で
の
主
要
地
方
道
山
田
台
大
網

白
里
線
の
狭
隘
部
分
及
び
下
ケ
傍
示
の
拡

幅
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

当
該
地
方
道
は
、
地
震
、
津
波
等
の

発
生
時
に
は
住
民
の
避
難
路
と
し
て
、
さ

ら
に
は
救
援
物
資
や
復
旧
資
材
等
の
輸
送

道
路
と
し
て
重
要
な
道
路
で
あ
る
こ
と
か

ら
整
備
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き

千
葉
県
に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

問　

津
波
避
難
警
報
時
の
避
難
場
所
で
あ

る
白
里
小
、
中
、
公
民
館
ま
で
、
四
天
木
、

南
今
泉
、
北
今
泉
の
各
地
区
か
ら
の
避
難

路
を
整
備
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

津
波
避
難
路
に
つ
い
て
は
、
現
在
作

成
中
の
避
難
施
設
整
備
計
画
の
中
で
、
避

難
路
と
並
行
し
て
歩
行
者
優
先
道
路
等
の

指
定
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

産
業
道
路
沿
い
の
用
水
路
改
修
工
事
、

堆
積
土
砂
の
撤
去
は
進
ん
で
い
る
か
。

答　

平
成
23
年
度
か
ら
測
量
調
査
や
基
本

設
計
等
を
事
業
主
体
で
あ
る
千
葉
県
が
実

施
し
て
お
り
、
平
成
27
年
度
か
ら
老
朽
化

の
著
し
い
箇
所
か
ら
改
修
工
事
を
実
施
し

て
い
く
と
伺
っ
て
い
る
。

問　

波
乗
り
道
路
沿
い
の
用
水
路
の
堆
積

土
砂
の
撤
去
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

随
時
状
況
に
応
じ
撤
去
や
清
掃
等
を

実
施
し
、
本
年
度
に
於
い
て
も
一
部
土
砂

の
撤
去
作
業
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問　

白
里
地
区
の
交
通
不
便
地
域
の
路
線

バ
ス
の
増
便
と
延
伸
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

答　

現
状
で
は
非
常
に
厳
し
い
と
思
う
が
、

行
政
、
事
業
者
、
利
用
者
で
話
し
合
い
の

機
会
を
設
け
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
維

持
し
て
い
き
た
い
。

　

他
に
認
定
こ
ど
も
園
、
道
の
駅
計
画
等

を
質
問
い
た
し
ま
し
た
。
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